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　玉川大学では、2015年4月に、文学部に英語教育学

科を開設しました。同学科では「高度な英語力と国際感

覚を備えた英語教師および社会で活躍できる人材の養

成」をめざし、「英語教員養成コース」と「ELF＊コミュニ
ケーションコース」を設置しています。

　英語教育学科の最大の特徴は、2年次秋学期から3

年次春学期まで2セメスター間の海外留学を全員必須と

していることです。この留学プログラムは、4年間のカリ

キュラムの中にストーリー性を持って組み込まれていま

す。留学前には留学に必要な基礎知識やスキルの養成

や危機管理等についても学ぶ「留学準備教育」を実施。

帰国後は、「留学フォローアップ教育」によって、留学で得

た英語力や国際感覚を理論的に検討し、学びを深めま

す。一貫性のある学びの中で、学生たちは留学経験を最

大限に活かし、将来のキャリアにつなげて、社会に貢献し

てくれると期待しています。

　留学プログラムを実行するにあたって2016年度から

導入したのが、IELTSです。留学前（12月）の1年生と留

学後（７月）の3年生全員が受験をします。

　IELTSは、海外の多くの学校で認められていること、4技

能を測ることのできる試験であること、また、用いられてい

る英語が実用的で、試験内容と通常の英語の授業との

乖離があまりないことから採用しました。スピーキングの

テストが対面であるため、学生たちにとって心理的なハー

ドルが低いことも利点だと思います。

　第1期生が2017年6月に帰国し、IELTSを受験したと

ころ、留学前後で平均約1.0スコアアップという結果が出

ました。スキル別のサブスコアを見ると、2.0～3.0アップし

た学生もいます。留学の成果がはっきりと数字で表れた

のは喜ばしいことですが、IELTSの効果はそれだけではあ

りません。学生にとっての利点は、自分の思い違いに気づ

き、得意・不得意が客観的に明らかになったこと、今後何

を学ぶべきかが分かり、学習のモチベーションが上がった

ことです。英検が実施するIELTSの利点としては、学生の

レベルを把握し一括管理できるシステムがあり、適切なア

ドバイスや指導ができること。また研究的な側面では、ど

のような授業や指導が、どのスキルの向上に有効かが分

析でき、留学プログラムの評価にもつながります。さらに、

留学の効果を数字で示せたことで、今後のプログラムの

充実にもつながると考えています。
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全員必須の海外留学プログラムを4年間のカリキュラムにビルトイン
留学前後のIELTSでより効果的に
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玉川大学 
1947年に開学。1929年、創立者小原國芳が「全人教育」を教
育信条に掲げて開校した玉川学園を母体とし、幼稚園から大
学院までを擁する。大学では、文学部、農学部、工学部、経営学
部、教育学部、芸術学部、リベラルアーツ学部、観光学部の8学
部16学科で多彩な教育・研究を実践。2015年に開講した文
学部英語教育学科では高い英語力と国際感覚を持つ人材養
成をめざし、2セメスター間の留学を必須としている。
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　受験対策として、大学側で特別な授業を行うことはな

く、学生の自主性に任せています。ただ、学内の国際教育

センターでは、試験や教材の情報提供を行っていますし、

サポート・デスク（学修支援）では個別の学修相談も受け

付けています。ツールは用意しているので、それをどう使

うかは学生次第。手取り足取りではないかもしれません

が、海外に行くと、常に自分で考え自分で行動することが

求められます。留学前からそのようなマインドを持ってほ

しいと考えているのです。

（写真左）（写真右）

IELTS導入機関
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　本学でIELTSの団体受験を導入して、5年が経ちまし

た。初年度は1年生300名を対象としましたが、徐々に受

験対象を増やし、2016年度より1・2年次の他に学部生

全員と大学院生まで広げています。年4回の受験機会を

設け、500名を対象としており、受験料1回25,380円の

うち、大学が一部を負担し、学生は1万円を自己負担し

ていました。

　本学では、できるだけ多くの学生に海外へ出てほしい

という目的のもとで、IELTSを導入しました。実際に受験

している学生たちも、留学や海外の大学院進学に役立て

たいという、明確な目標を設定し、何をすべきかわかって

いると思います。本学はより一層の国際化を推進し、海

外協定大学数も年々増加しています。語学研修から交換

留学、専門性を高めるプログラム、海外インターンシップ

など、短期から長期まで、幅広い機会を提供しています。

　団体受験の成績を分析した結果、本学学生はリス

ニングやリーディングといった受信力が高い一方で、ライ

大学院総合文化研究科 言語情報科学専攻　板津 木綿子 准教授

学生の発信力を高めるために
スピーキングクラス「FLOW」を開設

受験対象者の幅を広げ
できるだけ多くの学生を海外へ送り出す

ティングやスピーキングは平均的なスコアにとどまり、

発信力が弱い傾向がみられました。そこで、すでに実施

しているアカデミック・ライティングクラスのALESS・ 

ALESAに続き、2015年には1年生の必修科目として、7

週間で1タームとするスピーキングクラス「FLOW」を開

設。指導にあたる常勤教員も増やし、習熟度別の少人数

授業を実現しました。授業ではさまざまなテーマについ

て、批判精神や探求する姿勢を持って議論・討議をしま

す。学生の知的好奇心を引き出しつつ、英語での発信に

慣れていない学生に自信をもってもらうことを目指したク

ラスです。履修後のアンケートでは、「今、自分が持つ英

語力でどこまで話せるかが理解できた」「高校では受験

対策が多く、やっとスピーキングの授業を受けられる」と

FLOWを評価する声が多く寄せられました。

　IELTSを通じて、学生は自身の英語力を把握し、学習

意欲を高めています。本学には毎年3,000余名の学生

が入学してきますが、当然ながら英語力に幅があります。

今後は新学習指導要領のもとで英語を統合的に学び、4

技能をバランスよく身につけた学生が入学してくることに

なります。そのためにもカリキュラムを見直し、内容言語

統合型学習（CLIL）の要素を更に取り入れた授業展開

などを考える必要が出てくると想像しています。

　過去5年間で延べ2,100名余りがIELTSを受験しまし

た。これまでも個々の学生の留学や就職など目的に応じ

たサポートをしてきました。学生の英語力をたえず把握し

教材開発研究に役立てる姿勢が重要だと考えています。

IELTSの受験結果を分析して学生の英語力を把握し
発信力を高める指導に生かす
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東京大学 
1877年に設立。駒場キャンパスでは主に教養課程、本郷キャ
ンパスでは専門教育を行う。学部入学者は全員が6つの科類
（文科一類、二類、三類、理科一類、二類、三類）に分かれて教養
学部に所属し、2年間の前期課程を履修する。その後、教養学
部を含む10学部に分かれて2年間の後期課程を履修する。現
在、総長直轄の本部組織である国際本部を中心として、大学
の国際化を推進している。
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＊ELF＝English as a Lingua Francaの略。
　共通の母語を持たない人同士のコミュニケー　
　ションに使われる英語。
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